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主な項目

上高地の記念式典でごあいさつされる皇太子殿下

初の国民の祝日「山の日」上高地で記念式典
山に親しみ、その恵みに感謝するとともに次世代へ引き継いで
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［
中
信
署
］
八
月
十
日
及
び
十
一
日
の
両
日
、

初
め
て
の
国
民
の
祝
日
を
祝
う
第
一
回
「
山
の

日
」
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
一
日

の
午
前
中
、
北
ア
ル
プ
ス
の
玄
関
口
上
高
地
に

お
い
て
記
念
式
典
が
、
午
後
か
ら
松
本
市
の
市

民
芸
術
館
に
お
い
て
祝
祭
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
署
で
は
、
第
一
回
「
山
の
日
」
全
国
記
念

大
会
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
各
種
会
議
、
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
「
感
じ
よ
う
、
山
の
恵
み
、
森

の
恵
み
」
の
幟
の
掲
揚
や
法
被
の
着
用
、
官
用

車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
積
極
的
に
広
報
活
動

を
行
い
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
第

一
回
「
山
の
日
」
全
国
大
会
の
運
営
委
員
会
の

一
員
と
し
て
、
大
会
の
成
功
に
向
け
活
動
を
推

進
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
上
高
地
は
、
穂
高

連
峰
が
は
っ
き
り
と
見
渡
せ
る
晴
天
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
登
山
者
や
観
光
客
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
記
念
式
典
で
は
、
皇
太
子
殿
下
が
「
山

の
日
の
誕
生
を
機
に
、
こ
こ
上
高
地
か
ら
山
の

価
値
を
国
内
外
に
発
信
し
、
多
く
の
人
が
山
に

親
し
み
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
次

世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
願
う
」
と
ご

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
小
中
学

校
の
六
名
が
「
山
は
私
た
ち
の
宝
物
。
き
れ
い

な
山
、
自
然
や
文
化
を
守
る
た
め
に
、
自
分
達

に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
す
る

『
未
来
へ
の
誓
い
』
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

祝
祭
式
典
で
は
、
歌
詞
を
一
般
募
集
し
て

作
っ
た
「
山
は
ふ
る
さ
と
」
を
地
元
の
波
田
少

年
少
女
合
唱
団
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
松
本
市
長
よ
り
、
来
年
の
開
催
地
栃
木
県

の
環
境
森
林
部
長
へ
、
山
を
か
た
ど
り
作
成
さ

れ
た
「
山
の
日
帽
」
を
手
渡
し
式
典
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

記
念
大
会
の
開
催
期
間
中
、
中
信
署
か
ら

は
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す
る
と
と
も
に
、

上
高
地
と
松
本
城
会
場
に
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を

設
け
、
山
の
日
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
多
く
の
方
が
山
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
と
と
も
に
「
山
の
恵
み
、
森
の
恵
み
」
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 

［
企
画
調
整
課
］
九
月
一
日
、
中
部
森
林
管
理

局
に
お
い
て
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

管
内
で
発
生
し
た
近
年
の
災
害
を
振
返
る

と
、
平
成
二
十
六
年
七
月
九
日
の
南
木
曽
町
土

石
流
災
害
、
八
月
十
五
日
か
ら
の
高
山
市
等
の

豪
雨
災
害
、
九
月
二
十
七
日
に
発
生
し
た
御
嶽

山
噴
火
災
害
、
十
一
月
二
十
二
日
に
発
生
し
た

長
野
県
神
城
断
層
地
震
災
害
等
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
そ
の
都
度
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
対
応
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
訓
練
で
は
、
大
規
模
地
震
発
生
に

よ
る
停
電
や
通
信
障
害
等
を
想
定
し
、
①
災
害

発
生
時
に
お
け
る
迅
速
な
本
部
体
制
・
機
能
の

確
立
、
②
各
署
等
と
の
連
絡
体
制
の
確
立
と
円

滑
な
情
報
共
有
、
③
全
職
員
等
を
対
象
と
し
た

安
否
確
認
の
達
成
の
三
つ
を
目
標
に
掲
げ
て
実

施
し
ま
し
た
。

松本城会場のブース

上高地での記念式典「未来への誓い」朗読

上高地会場のブース

実際の災害時を想定して本部設置　（訓練）

初
の
国
民
の
祝
日「
山
の
日
」

上
高
地
で
記
念
式
典

初
の
国
民
の
祝
日「
山
の
日
」

上
高
地
で
記
念
式
典

中
部
森
林
管
理
局
総
合
防
災
訓
練

�

開
催
さ
れ
る
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具
体
的
に
は
、
本
部
付
職
員
の
徒
歩
等
に
よ

る
参
集
、
発
電
機
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
の
稼
働
、

衛
星
携
帯
電
話
に
よ
る
署
等
と
の
通
信
、
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
等
を
利
用
し
た
安
否
確
認
、
関
係
機

関
へ
の
職
員
派
遣
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
活
用
し

た
緊
急
調
査
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
実

際
の
災
害
時
の
対
応
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
改
善
点
に

つ
い
て
は
早
期
に
対
応
し
、
有
事
に
お
け
る
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
が
行
え
る
よ
う
、
取
り
組

み
を
強
化
す
る
考
え
で
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
夏
休
み
も
終
盤
と
な
っ
た

八
月
二
十
五
日
、「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」
に

お
い
て
、
一
般
公
募
に
よ
り
参
集
し
た
親
子

を
対
象
と
し
、「
い
ま
、
日
本
の
森
林
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
木
を
使
っ
て
環
境
を

守
ろ
う
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
、「
Ｆ
Ｃ
Ａ
」

（
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ー
ク
ル
あ
い
ち
）
の
協
力
を

得
て
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
催
し
は
東
海
農
政
局
「
消
費
者
の
部

屋
」
が
主
催
す
る
夏
休
み
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
イ
ベ
ン
ト
で
「
夏
休
み
親
子
体
験
セ

ミ
ナ
ー
」
と
し
て
開
催
さ
れ
、
中
部
森
林
管
理

局
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
名
古
屋
市
内
の
親
子
九
組
二
〇
名

は
、
は
じ
め
に
東
海
農
政
局
に
よ
る
開
校
式
の

後
、
森
林
で
仕
事
を
す
る
た
め
の
装
備
を
着
用

し
た
名
古
屋
事
務
所
職
員
が
、
森
や
木
を
使
う

大
切
さ
を
紙
芝
居
に
よ
り
話
を
す
る
と
日
頃
聞

き
慣
れ
な
い
日
本
の
森
林
の
現
状
や
木
を
使
う

こ
と
の
大
切
さ
に
目
を
丸
く
し
て
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
後
、「
Ｆ
Ｃ
Ａ
」
九
名
の
皆
さ

ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ス
ギ
材
の
ミ
ニ
椅

子
、
桜
の
枝
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
「
も
っ
く
ん
」
木

曽
ヒ
ノ
キ
の
マ
イ
箸
づ
く
り
に
そ
れ
ぞ
れ
挑
戦

し
ま
し
た
。
工
作
中
は
親
子
が
夢
中
に
な
り
、

時
折
「
お
母
さ
ん
は
ゲ
ー
ム
を
買
っ
て
く
れ
な

い
の
に
ど
う
し
て
木
遊
び
に
は
夢
中
に
な
っ
て

る
の
！
」
と
、
微
笑
ま
し
い
親
子
の
会
話
が
あ

ち
こ
ち
で
聞
こ
え
る
な
ど
、
親
子
で
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
参
加
者
全
員
が
三
つ
の
作
品
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
の
閉
校
式
で
は
東
海
農
政
局
消
費
・
安

全
調
整
官
か
ら
全
員
に
修
了
証
書
が
手
渡
さ

れ
、
参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」、「
手

が
痛
く
な
っ
た
け
ど
な
ん
と
か
椅
子
を
作
り
あ

げ
ら
れ
て
良
か
っ
た
」、「
削
っ
た
箸
の
匂
い
気

持
ち
い
い
ね
」
な
ど
感
想
が
聞
か
れ
、
親
子

共
々
夏
の
終
わ
り
の
充
実
し
た
一
日
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

 

［
技
術
普
及
課
］
八
月
二
十
七
・二
十
八
日
の

二
日
間
、
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
の
富
士

見
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
に
お
い
て
、
一
般
の

方
に
森
林
や
木
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
『「
山
の
日
」
制
定
記
念

「
富
士
見
森
林
祭
り
（
ふ
じ
み
も
り
ま
つ
り
）

二
〇
一
六
」
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
・

林
業
・
木
工
関
係
者
等
が
参
加
す
る
当
イ
ベ
ン

ト
に
、
中
部
森
林
管
理
局
も
参
加
し
ブ
ー
ス
出

展
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
ま
で
一
般
社
団
法
人

木
暮
人
倶
楽
部
が
主
催
し
て
き
た
「
木
暮
人
祭

り
」
を
、
地
元
の
実
行
委
員
が
中
心
と
な
り
運

営
す
る
形
式
に
改
め
た
も
の
で
、
中
部
森
林
管

理
局
は
、
前
身
の
木
暮
人
祭
り
を
含
め
て
今
年

度
で
四
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
、
ヒ
ノ
キ
の
マ
イ
箸
作
り
、
除

伐
材
の
輪
切
り
へ
の
絵
付
け
、
ミ
ニ
椅
子
作

本部長への報告　（訓練）

セミナーの様子　森林で仕事をするために！

「もっくん」作り、お母さんのほうが夢中だよ！ミニ椅子の組み立て　設計図と悪戦苦闘中！

森
の
大
切
さ
を
学
ぼ
う
！

�

夏
休
み
親
子
体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

富
士
見
森
林
祭
り
二
〇
一
六
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木
地
屋
川
区
域
を
案
内
し
、
集
水
井
の
排
水

ボ
ー
リ
ン
グ
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

井
筒
の
構
造
や
安
全
対
策
に
至
る
ま
で
幅
広
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
現
場
見
聞
に
よ
る
技
術

者
間
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
技
術
研
修
で
は
、
参
加
者
と
の
活
発

な
意
見
交
換
に
よ
り
、
有
意
義
な
情
報
共
有
が

図
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
十
月
中
旬
に
は
、
伊

那
谷
総
合
治
山
事
業
所
管
内
に
て
直
轄
事
業
地

を
案
内
す
る
計
画
も
あ
り
、
中
部
森
林
管
理
局

治
山
課
と
し
て
は
引
き
続
き
、
長
野
県
等
と
連

携
・
調
整
を
図
り
な
が
ら
直
轄
事
業
を
着
実
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
富
山
署
］
八
月
十
一
日
の
山
の
日
制
定
を
記

完
了
と
と
も
に
県
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
施
設
の

設
置
状
況
や
効
果
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
る
よ

う
に
心
が
け
、
現
場
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
13
号
の
接
近
に
伴
う
前
線
の

影
響
で
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に

も
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
予
定
し
て
い
た
研

修
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
帆
足
治
山
技
術
官
（
姫
川
治
山

事
業
所
）
か
ら
山
腹
工
事
に
お
け
る
緑
化
試
験

の
成
果
や
今
後
の
施
設
計
画
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
資
機
材
の
運
搬

方
法
や
冬
期
に
お
け
る
積
雪
の
影
響
な
ど
、
多

く
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
既
設
谷
止
工
の
補
修
工
事
（
増
厚
・

嵩
上
げ
）
現
場
で
は
、
長
野
県
で
の
施
工
事
例

が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
目
的
や
構
造
等
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
地
す
べ
り
防
止
工
事
を
行
っ
て
い
る

り
、
電
熱
ペ
ン
に
よ
る
焼
き
付
け
、
森
林
づ
く

り
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
取
組
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
椅
子
作
り
を
体
験
し
た
方
か
ら
は
「
自

分
の
手
で
作
る
か
ら
愛
着
が
湧
く
」、
箸
作
り

で
初
め
て
か
ん
な
を
使
用
し
た
子
ど
も
か
ら
は

「
す
る
っ
と
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
気
持
ち

良
い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た
が
二
日

目
に
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
親
子
連
れ
や
地
元
の

方
を
中
心
に
約
一
五
〇
名
が
ブ
ー
ス
を
訪
れ
木

工
ク
ラ
フ
ト
や
パ
ネ
ル
展
示
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

中
部
局
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
森
林
・
林
業
関

係
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
森
林
・
林
業
の

大
切
さ
、
国
有
林
に
つ
い
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対

策
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

中部局のブース

滑り止め板を設置作業中

帆足治山技術官からの説明

地すべり防止工事の集水井の見学

 

［
治
山
課
］
長
野
県
主
催
の
技
術
研
修
が
九
月

七
日
、
中
信
森
林
管
理
署
管
内
に
あ
る
民
有
林

直
轄
治
山
事
業
地
（
姫
川
地
区
）
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
長
野
県
森
林
づ
く
り
推
進
課
及
び
各

地
方
事
務
所
か
ら
十
二
名
の
治
山
担
当
者
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

姫
川
地
区
に
お
い
て
は
、
直
轄
治
山
事
業
と

直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
両

事
業
と
も
長
野
県
等
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
昭

和
四
十
八
年
度
に
事
業
着
手
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
平
成
三
十
三
年
度
の
完
成
に
向
け
、
事
業

は
佳
境
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

直
轄
事
業
で
設
置
し
て
き
た
施
設
は
、
事
業

　
長
野
県
主
催
、
治
山
技
術
研
修
を

　
中
信
署
管
内
で
開
催

富
山
県
と
の
協
働
事
業

　「
と
や
ま
の
山
岳
環
境
整
備

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
実
施

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り


